
金
滞
士
肉
政
志
径
五

往
来
停
止
と
成
り
た
り
。
と
い
へ
り
。
三
州
志
世
相
図
概
覧
附
机
却
に
云

ム
。
石
川
門
の
名
は
、
石
川
郡
K
向
ふ
門
と
云
ふ
義
成
る
ぺ
し
。
此

の
門
名
の
初
見
は
、
承
附
山
の
頃
白
鳥
抑
制
へ
溺
鯨
あ
る
よ
り
、
石
川
門

内
妄
り
に
往
来
を
禁
宇
と
見
ゆ
れ
ば
、
此
の
頃
よ

p
の
都
な
ら
ん
と

い
へ
り
。
平
次
按
A
Y
る
に
.
此
の
門
名
は
さ
る
晩
年
の
草
花
非
宇
。

民
長
の
古
聞
に
、
既
に
石
川
門
と
蹴
せ
た
れ
ば
、
河
北
門
と
同
じ
く

務
組
利
家
卿
入
械
の
初
め
よ
り
粉
し
採
れ
る
門
名
主
る
べ
し
。

O
挿
頭
花
，松

此
の
松
は
.
石
川
門
外
に
あ
り
。
白
鳥
摘
の
旧
制
縁
K
槌
ゑ
た
る
を
い

へ
り
。
三
州
志
来
因
椛
覧
附
机
却
に
云
ふ
。
か
ざ
し
の
松
は
、
向
山
よ

り
石
川
門
脇
を
見
下
す
が
故
K
、
微
妙
公
の
時
篠
原
級
都
民
命
あ
り

て
植
ゑ
さ
せ
ら
る
。
此
の
時
篠
原
は
、
用
人
を
勤
め
居
た
り
と
。
金

披
畑
山
秘
肌
叫
に
は
‘
白
山
崎
捌
縁
か
ざ
し
の
組
物
は
、
利
長
卿
御
用
人
篠

原
織
部
被
一-申
上
一
一被
ν
篤
ν
植
候
。
松
木
也
。
此
の
か
ざ
し
な
く
て
は
、
一

本
松
の
山
等
よ
り
石
川
御
門
出
入
あ
ら
は
に
相
見
h
候
放
也
。
是
も

陰
陽
和
合
の
細
敗
。
十
一
唱
し
松
大
風
に
て
根
返
り
、
或
は
朽
ち
折
れ
な

ど
候
へ
ば
、
代
り
木
被
ν

骨
伊
槌
答
。
紺
屋
坂
陀
も
松
有
v
之
儀
‘
か
ざ

し
の
槌
物
右
同
様
也
。

と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
陀
、
天
明
の
頃
ま
で

し
か
ひ
被
ν
成
候
白
鳥
、
山
首
地
湊
廻
り
へ
来
居
候
間
・
右
白
鳥
取
申

革
、
竪
〈
御
停
止
之
官
被
一-仰
出
↓
と
あ
り
。
さ
れ
ば
ゐ
も
ふ
陀
、
改

作
所
甜
由
紀
に
峨
せ
た
る
w
A
文
三
年
六
月
算
朋
場
よ
り
の
建
笠
K
・
御

披
中
陀
白
鳥
御
は
な
し
世
く
に
付
て
・
切
々
潟
細
川
へ
も
会
中
庭
・
頃

日
一
一
例
見
b
不
ν
申
。
出
足
而
潟
細
川
之
者
共
網
陀
て
捕
申
舵
怖
に
被
ν
存
候
。

念
皮
吟
味
可
v
致
云
h
k

。
と
あ
り
て
‘
此
の
頃
参
殻
綱
紀
卿
入
部
の
初

め
.
金
川
剛
被
内
K
白
鳥
を
被
一h
間
程
-
よ
し
左
り
。
金
四
陣
城
の
白
鳥
捌

は
、
モ
れ
よ
り
以
前
既
陀
白
鳥
羽
と
呼
ぴ
た
り
し
か
‘
若
し
く
は
究

文
駅
よ
り
呼
ぴ
モ
め
た
る
な
ら
ん
か
。
迫
考
ナ
ベ
し
。

O 
Jj( 

r~ 

金
城
深
秘
机
叫
に
一
E
ム
。
鎚
留
足
拶
呑
所
向
、
水
御
門
と
云
ふ
0

4

日
連

他
よ
り
此
御
門
嘉
之
上
党
に
て
、
石
川
御
秘
下
石
垣
の
中
K
却
一
樋
有
ν

之
。
是
よ
り
鶴
，丸

二
J

丸
へ
上
り
た
り
o
お
党
相
止
み
‘
い
つ
の
比

よ
り
か
、
只
今
の
通
り
裡
秘
K
相
成
候
哉
。
什
品
は
‘
立
さ
ヰ
中
と
相

見
h
、
埋
樋
は
甚
だ
宜
し
き
工
夫
、
大
事
の
事
友
れ
ば
左
も
あ
る
べ

吉
都
也
o

右
担
樋
・
明
和
の
頃
か
功
者
な
る
棟
梁
大
工
工
夫
し
て
、

丸
松
木
二
間
飴
も
有
ν
之
を
繰
り
抜
吉
‘
水
を
通
し
た
り
。

誠
に
大
在

る
工
夫
・
末
L
R

御
袋
に
相
成
る
。
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
陀
、
石
川

金
滞
古
蹟
志
品
世
五

一臥占，、

は
、
紺
屋
採
に
も
、
さ
る
松
樹

E
植
ゑ
し
陀
や
。
倭
訓
架
K
‘
か
ざ

し
は
挿
百
四
花
を
よ
め
り
。
髪
刺
の
殺
な
る
べ
し
。
康
保
三
年
三
月
花

宴
。
一
服
伊
予
車
中
v
認
。
折
ν
花
押
=
王
卿
顕
↓
と
見
b
、
惚
制
似
抄
に
.
錦
人

一
タ
冠
。
必
有
一
日
一一祁
一
朗
花
一
用
-北ハ時
，
花
-
也
。
と
見
え
た
り
。
又
か
ざ
す

は
斡
文
k
m
=
長
袖
-
と
見
ゆ
。
か
ざ
し
と
休
用
の
僻
.
今
も
扇
を
か
ざ

す
な
ど
い
へ
り
。
九
て
物
の
か
げ
を
求
む
る
意
あ
り
と
ぞ
。
平
決
按

十
る
に
.
か
ざ
し
の
松
も
此
の
意
陀
出
で
た
る
名
な
る
べ
し
。
従
前

は
互
大
の
老
松
数
株
繁
茂
し
て
.
風
景
殊
に
能
か
り
し
か
と
、

肢却附

の
際
伐
木
し
て
、
今
古
木
は
織
に
残
れ
る
の
み
。
此
の
松
税
務
中
は
、

笠
披
人
の
鈴
を
た
て
掛
け
h

る
故
、
俗
に
品
聞
か
け
松
と
呼
べ
り
。

烏

掘

O 
白

此
の
掘
は
三
，
丸
石
川
門
脇
よ
り
新
丸
尾
坂
門
の
溢
迄
辿
紛
せ
る
監

た
り
。
白
ぬ
期
と
云
ム
名
様
の
来
由
、
米
だ
詳
か
な
ら
や
。
或
は
日

ム
。
従
前
は
此
の
掘
へ

、
白
鳥
来
て
居
止
り
け
る
事
折
々
あ
り
。
若

し
く
は
さ
る
由
縁
を
以
て
呼
び
モ
め
た
る
紅
ら
ん
か
。
平
次
按
や
る

花
、
小
松
城
に
も
、
白
鳥
狐
と
一首
ふ
総
あ
り
。
此
の
捌
の
名
は
、
利

円
品
卿
の
時
白
鳥
を
放
ち
置
か
れ
た
る
ゆ
ゑ
の
名
初
な
ら
ん
か
。
明
Mm

元
年
九
月
間
井
村
五
兵
衛
の
替
問
聞
に
、
小
松
御
城
廻
り
堤
K
御
は
な

門
前
の
往
来
は
・
左
右
掘
に
て
・
所
訪
土
橋
の
如
く
也
o
此
の
地
下

は
悉
く
控
樋
あ
り
て
、
辰
巳
用
水
を
ば
此
の
担
樋
陀
て
城
内
の
摂
共

へ
そ
A
げ
り
。
此
の
用
水
は
」
ニ
笠
記
K
、
立
永
丸
年
の
瓦
・
小
松
町

人
板
屋
兵
四
郎
と
云
ム
者
、
算
勘
の
上
手
な
る
に
よ
り
、
此
の
者
へ

測
金
を
命
ぜ
ら
れ
て
・
犀
川
の
川
上
反
巳
と
一
耳
ム
在
所
よ
り
、
山
の

個
慣
を
掘
り
廻
し
て
小
立
野
へ
水
を
あ
げ
、
制
一
樋
陀
て
所
々
へ
水
を
取

る
事
と
成
り
た
る
よ
し
見
b
た
り
。
但
し
元
総
十
一
年
尚
波
新
村
百

姓
四
郎
兵
衛
の
寄
付
陀
は
、
究
京
六
年
K
反
巳
御
水
道
出
来
仕
る
。

と
あ
り
。
伶
五
制
は
下
僚
に
紋
す
。
又
按
宇
る
花
、
三
川
芯
帥
世
議
飴

考
陀
.
文
称
冗
年
壬
辰
二
月
閣
組
問
問
問
‘
世
子
に
命
じ
て
尾
山
被
の

石
盤
を
鉱
山
か
し
め
、
小
立
野
の
方
山
際
主
研
り
抜
吉
、
地
底
陀
陰
樋

を
設
け
て
、
水
僚
を
引
逝
す
。
と
島
り
。
右
は
如
何
な
る
舎
に
披

D

た
り
け
ん
。
背
中
菰
見
聞
集
K
.
文
総
元
年
期
を
抑
制
切
り
、小
立
野
の
方

と
の
問
を
す
か
し
、
水
を
懸
入
れ
、
共
揮
を
金
津
と
一
耳
ふ
o
と
見
h
、

登
記
に
は
・
此
の
時
迄
か
き
あ
げ
の
械
形
な
る
を
・
山
城
陀
取
立

て
惣
様
。
二
一
の
曲
輪
、
本
丸
の
泊
り
淀
主
銅
被
v
成
け
り
。
と
あ
り

て
地
底
に
陰
樋
を
設
け
て
、
水
僚
を
引
過
し
た
る
事
は
見
わ
宇
。

O
辰

巳
水

道

七




